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美和ダム「三峰川バイパスの試験運用」 美和ダム「三峰川バイパスの試験運用」 
美和ダム再開発恒久堆砂対策事業の概要説明 美和ダム再開発恒久堆砂対策事業の概要説明 
天竜川の特徴は、水とともに多量の土砂が流出することにあります。支川の三峰川に位置する美和ダムでも

昭和34年完成以降、平成14年までの間に約2千万�もの土砂が堆積しました。そのうち砂利採取により約

500万�が掘削され、美和ダム再開発事業の掘削により約200万�を除去し、有効容量を保っています。 

三峰川総合開発工事事務所では、美和ダムで全国の直轄ダムで初めての土砂流入を抑制する恒久堆砂対策に

取り組んでおり、その中心となる三峰川バイパス及び三峰堰が平成17年5月に完成し、試験運用を行なって

います。 
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恒久堆砂対策施設によって得られるバイパス効

果、掃流砂・浮遊砂の捕捉状況、下流河川環境

への影響等を評価するためにモニタリング調査

を実施しています。 
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注）ここに表示されているデータは速報値です。 【速  報  値】 

三峰川バイパス最大放流量：264 �/s (9月7日00:10) 

美和ダム最大放流量　　　：428 �/s (9月7日00:20) 

美和ダム最大流入量　　　：568 �/s (9月6日23:50) 

総雨量（流域平均）　　　：254 �    (9月5日11:00～9月7日12:00) 

恒久堆砂対策施設による美和ダム抑制土砂量　　　約36万� 

　内　三峰川バイパスによりバイパスした土砂量　約15万5千� 
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湖内堆砂対策施設 

三峰川バイパス 
（洪水バイパストンネル） 

ウォッシュロード（細かい
土砂で微少なもの）を洪
水とともに下流に流し、
ダム湖に堆積しないよう
にします。 

粗い土砂を堰き止め（沈降させ）、洪水
後に取り出すことを容易にします。 

最大流量 
毎秒300��
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国土交通省 

国土交通省　中部地方整備局 

美和ダムと三峰川バイパス吐口（9月7日撮影） 
 

※トンネル断面図 

三峰川総合開発工事事務所 

◆美和ダム 形式……………重力式コンクリートダム 
堤高……………69.1m 
集水面積………311.1��

◆貯砂ダム 全長……………144.4m 
高さ……………10.2m 
堆砂容量………20万��

◆三峰堰 全長……………244.5m 
高さ……………20.5m 
堆砂容量………52万��

◆三峰川バイパス 全長……………4,308m 
断面の形………馬蹄形 
断面の大きさ…7.8m※ 
最大流量………300�／s

【施設諸元】 

三峰堰と長谷湖（9月7日撮影） 

7.8m

7
.0
m
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美和ダムでは、美和ダムでは、20072007年9月5日～日～9月7日にかけ流域平均で約日にかけ流域平均で約254254�の降雨を記録し、最大流入量が約の降雨を記録し、最大流入量が約

568�/sの洪水となりました。三峰川バイパスでは9月6日 22時30分～9月8日 22時40分の約48時間、

洪水調節容量を確保するためバイパスから最大264�/sの放流を行ないました。 
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美和ダムでは、2007年9月5日～9月7日にかけ流域平均で約254�の降雨を記録し、最大流入量が約

568�/sの洪水となりました。三峰川バイパスでは9月6日 22時30分～9月8日 22時40分の約48時間、

洪水調節容量を確保するためバイパスから最大264�/sの放流を行ないました。 
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　流入ウォッシュロードの34

％にあたる15万5千�を美和

ダムの下流へバイパスするこ

とができました。 

ウォッシュロードの動き（平成19年9月洪水） 

三峰川バイパス内部の状況 
（9月10日）（放流終了直後） 

付着藻類は施設完成以前の洪水と同様の傾向を確認 

恒久堆砂対策施設に異常はありませんでした 

堆砂対策施設により約36万�の土砂流入を抑制 

　三峰川バイパスの運用時に下流の河川では濁りが一時大きくなります。それが下流の環境に影響を及ぼしていないか

を調べるため、洪水後に回復していく過程を調査しています。 

　今回の洪水でも、施設完成以前、昨年7月や今年7月の洪水と同様に付着藻類の量はほぼ無くなりました。その約3週

間後の状況では付着藻類は洪水前と同様に回復し、施設完成以前の洪水と同様の傾向が確認されています。 
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　今回の試験運用では約15万5千�の土砂量を下流へバイパスしました。さらに、平成19年7月～9月の間に貯砂ダム・

三峰堰で砂利や砂など約20万5千�を捕捉しました。これらの土砂は施設完成以前は美和湖へ流入していたもので、以

前に比べ合計で約36万�の土砂流入を防いだことになります。 
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　試験運用後の三峰川バイパスは、破損や磨耗の痕跡は認められず、異常はありませんでした。 
は  そん ま  もう こん せき 

※砂や砂利は含んでいません。 

※ウォッシュロード算定期間：美和ダム流入量が30�/s以上の期間（2007/9/6 16時～9/14 11時） 

④美和ダム 

貯砂ダム 250千�（54％） 12千�（2.5％） 

7千�（1.5％） 
231千�（50％） 

462千�（100％） 

▽ 

▽ 

⑤美和発電所放水口 

③三峰川バイパス 

②三峰堰 

①飯島堰堤 

155千�（34％） 

57千�（12％） 

○礫表面の付着 
　藻類の状況 
 
（伊那市高遠浄化セン
ター付近､7.6km付近） 

約3週間後（10月2日） 洪水後（9月18日） 洪水前（9月6日） 

クロロフィルａ量 
40mgchl.a/��

クロロフィルａ量 
0mgchl.a/��

クロロフィルａ量 
84mgchl.a/��

○河原の状況 
　(同上) 
 
 

約3週間後（10月2日） 洪水時（9月7日） 洪水前（9月6日） 

三峰川 
三峰川 

＜語句説明＞ 

※ＳＳ（浮遊物質量）…ＳＳとは、水中に浮遊する粒径2�以下の不溶解性の粒子状物質の濃度のこ    

とで、水の濁りの度合いを表す指標として用いられています。 

※クロロフィルａ量…藻類などに必ず含まれる緑色の色素の１つで、礫に付いた付着藻類の量を     

示す指標として用いられています。 

※ウォッシュロード…流入土砂の内、流水に溶け込んで移動する細かな土砂で、美和ダムでは平均

粒径0.017�程度の微細な土砂です。 
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飯島堰堤（流入部の状況） 

上流域からの濁水のうち約55％を下流へバイパス 

流量と濃度の時間変化 

　今回の洪水では、流入量が約450�/s

を超えてから約50�/sを切るまでの時間

で三峰川バイパスを試験運用し、三峰川バ

イパスからの放流量・濁度（SS）の時間変化

は、左の図のとおりです。 

　三峰川バイパス放流期間中、ダムへの流

入量約3000万�のうち、三峰川バイパス

により約1660万�を放流し、上流域から

の濁水の約55％を下流へバイパスしました。 

　バイパス放流水のSS（最大20,200mg/

㍑）は、上流域からの流入水のSS（最大

25,000mg/㍑）とほぼ同じ濃度でした。 
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堆砂対策施設の効果 
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◆三峰堰・貯砂ダム 
堆積土砂量：約20万5千� 
（平成19年7月～9月） 

美和発電所放水路 

凡　例 

◆三峰川バイパス 
バイパス土砂量：約15万5千��

三峰川バイパス 

注1)バイパスを通過した土砂量は、各地点で測定したＳＳデータと流量データから算定しました。土粒子密度は2.623g/�、空隙率は70％を使用 
　　 しています。 
注2)三峰堰・貯砂ダムの堆砂量は、平成19年7月と9月(洪水後)の堆砂測量結果から算定しました。 
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0

10tトラック約6万4千台分 
トラックを並べると約510kmで 
東京～大阪の距離に相当 

合計約36万�の土砂流入を抑制 

三峰川 

0

美和発電放流水のSS
バイパス放流水のSS
流入水のSS最大濃度最大濃度：：約約25,00025,000��//㍑㍑  

最大濃度：約20,200�/㍑ 

最大濃度：約25,000�/㍑ 

最大濃度：約20,200�/㍑ 

最大濃度：4,220�/㍑ 最大濃度：4,220�/㍑ 

▽ 

三峰川バイパス最大放流量：約264�/s三峰川バイパス最大放流量：約264�/s

最大流入量：約568�/s最大流入量：約568�/s

流入量 
約3000万��

バイパス放流量 
約1660万��

(流入量の約55%)

バイパス放流量 
美和ダム流入量 

美和ダム貯水位 

▽ E. L. 808.0m（洪水期制限水位） ▽ E. L. 808.0m（洪水期制限水位） 


